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背割堤地区の位置
位置図 ・背割堤地区の先端部に未供用区域が存在。

・地区公園整備計画はH23年に策定済み。

御幸橋野草地区

背割堤地区

木津川

宇治川

未供用区域
（整備後に追加開園予定）

さくらであい館

・先端部について環境調査、整備方針の検討を行っ
た結果、先端部の整備内容を一部変更したい。



背割堤先端部の整備計画

２

背割堤地区の整備状況 未着手整備済

未供用
区域



背割堤先端部の現状
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②
①

背割堤地区先端部

背割堤地区

②

①

環境調査の実施 背割堤先端部の整備内容の検討にあたり、現在の自然環境
（動植物、景観資源等）の調査を実施 （調査日：令和３年１０月）

③

③
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環境調査の結果

・令和3年の調査結果では、重要種のホソバイラクサや、クサノオウ等の分布状況は

小規模であった。

・公園整備計画では「クサノオウ群落の保護エリア」としていたが、この調査結果を踏

まえ、自然を観察しながら先端部までを散策する園路整備が可能と考える。

背割堤先端部の自然環境の状況
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・背割堤先端部の自然環境を観察することができ、木津川と宇治川が合流す

る特色ある景観を楽しめる場を設ける。

・さくらであい館を利用しているサイクリストを先端部に誘導し、快適な休憩エ

リアを提供する。

・カヌー等による水面利用のための拠点整備を行う。

背割堤先端部の整備方針

・背割堤地区先端部から、宇治川と木津川が合流する景観を楽しむニーズは

ある。

・背割堤地区の遊歩道（桜並木）は片道約1.4kmの長さがあるため、先端部ま

で足を伸ばす利用者は少ない。

・さくらであい館は非常に多くのサイクリストが利用しており、サイクリストを先

端部まで誘導出来れば、良好な休憩スポットとなる可能性は高い。

・最先端部は宇治川と木津川が合流する景観が体験できるエリアであり、カ

ヌー・SUPなどの（到着）拠点として有用なエリアである。

背割堤先端部の特性

基本方針（案）
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整備案(変更案)

休憩スペースの確保
・イベント時等にキッチンカーが置ける休憩
スペース

・サイクリストの休憩スペース

三川合流部らしい景観を楽しめる拠点の整備
・宇治川と木津川の合流部を眺望できる、ランドマーク的なス
ポットの整備
・水面利用の接続スポットの整備

自然観察路の整備
・先端部の自然を観察しつつ、先端
までアプローチできる園路

・自転車の通行にも配慮

背割堤先端部の整備方針

水面利用との連携
・カヌー、SUP、花見船等
との連携に配慮

植物群落
(位置は参考)

※自然観察路や
植物群落の位
置はイメージ
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